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議  第 3 0 5 5 号 

令和３年 11 月 15 日 

 

総務文教常任委員会審査概要報告書 

 

                              委員長 林  貴文 

 

Ⅰ 開催年月日  令和３年９月 16日（木） 

Ⅱ 会 議 時 間  午後１時 35分～午後１時 45分 

Ⅲ 出席委員等 〔出 席 委 員〕◎林  貴文  ○山口 泰祐  石須 大雄    

高岡 宏和   横田 誠二  吉田 健太郎   

福井 直樹   大井 正樹  畠  起也 

（◎…委員長  ○…副委員長）  

        〔説 明 員〕 別紙名簿のとおり 

        〔委員外議員〕 なし 

        〔事務局職員〕 池守 凡子  吉本 昌史 

        〔傍 聴 者〕 なし 

 

Ⅳ 審査の概要 

 

１ 付託議案について 

議案第 117号 令和３年度高岡市一般会計補正予算（第６号）のうち本委員会所管分 

 

以上、予算議案１件については、審査の結果、全会一致で原案のとおり可決すべきも

のと決した。 

 

〈 審査の過程における質疑は次のとおり。 〉 

 

（ 以下、質疑・質問内容は ○ 、答弁内容は △ で表示 ） 

 

【議案第 117 号のうち、公共交通活性化事業費について】 

○ 令和３年度上半期における公共交通の利用状況と支援実績は。 

△ 利用者数は、コロナ禍前の令和元年度上半期と比較すると、路線バスは 36.5％の

減少、タクシーは 42.1％の減少、高速バスは 70.1％の減少となっている。また、

貸し切りバスの稼働率についても 70％から 80％減少している。支援実績は、路線

バスに 1,250 万円、タクシーに 589 万 9,000 円、高速バスに 354万円、貸し切りバ

スに 171万円となっている。 

○ 各事業者より金銭面以外の要望はあるのか。 

△ 運行支援では、直接的な運行経費の支援だけでなく経営資産を維持確保するため
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の支援もしている。消毒液やマスク等、コロナの感染拡大防止対策のために必要な

資機材等を求める昨年度のような声は寄せられていない。 

 

〈 以上で委員会を閉じた。 〉 
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総務文教常任委員会 当局説明員（７名） 

 

市長政策部長 

市長政策部政策監 
鶴 谷  俊 幸   

市長政策部次長 

都市経営課長・広域連携推進室長 
久 郷  聡   

総合交通課長 今 方  順 哉   

    

総務部長 

選挙管理委員会事務局長 
梅 崎  幸 弘   

総務部理事 

   次長 
戸田  龍太郎   

総務部次長 

参事 
長 久  洋 樹   

財政課長 村 上  彰   

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

http://dnweb.city.takaoka.toyama.jp/cgi-bin/dneo/dneo.cgi?cmd=schindex&log=on

